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第１章　調査の概要

１－１　調査目的

　スロヴァキア共和国政府の要請に基づき、同国西部のザーホラスカ低地（570㎞２）を対象に、

同地域の農業生産の向上及び農業振興に資する計画策定に係る調査を実施する。今回は、本案件

に係る要請背景及び実施調査の内容についてオロミア州政府と協議を行うとともに、我が国の協

力の可能性を検討のうえ、調査の範囲、内容等に係る実施細則（S/W）に署名することを目的とし

て事前調査団を派遣するものである。

先方実施機関：

　土地改良ランドスケープエンジニアリング研究所

　Research Institute of Melioration and Landscape Engineering: RIMLE

１－２　調査団の構成

担 当 分 野 氏  名 所   属 

総  括 高橋 順二 農林水産省北陸農政局信濃川水系土地改良調査管理事務所所長 

土壌保全 小川 吉雄 茨城県農業総合センター首席専門技術員 

灌漑／土地利用 白谷 栄作 農林水産省農業工学研究所水工部水環境保全研究室主任研究官 

調査企画 浅井  誠 国際協力事業団農林水産開発調査部農業開発調査課 

通  訳 伊川久美子 （財）日本国際協力センター 
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１－３　調査日程

１－４　主要面会者

(1) 在チェッコ国日本大使館

石田　寛人 特命全権大使

荒木　俊博 参事官

鈴木　　徹 一等書記官

(2) JICAオーストリア事務所

富本　幾文 所長

中井　正広 所員

(3) Ministry of Foreign Affairs

Stefan MORAVEK Director,

Department of International Economic Cooperation

日順 曜日 時 間 調  査  内  容 

7/31 月 成田発→17:20 プラハ着 移動  

8/ 1 火  9:00 

14:00 

在チェッコ国日本大使館表敬 

移動→ブラチスラバ 

8/ 2 水  9:00 

11:00 

14:30 

外務省表敬 

土地改良ランドスケープエンジニアリング研究所（RIMLE）表敬 

土壌肥沃研究所表敬 

8/ 3 木  8:30 

11:00 

農業省表敬（農業次官表敬） 

S/W協議（於RIMLE） 

8/ 4 金 10:00 

14:00 

15:00 

Malacky郡役所表敬 

灌漑農業地区視察（Velke Levare） 

有機農業地区視察（Kostliste） 

8/ 5 土 10:00 

11:00 

15:00 

揚水機場及び灌漑施設視察（Male Levare） 

土壌状態の観察（３箇所） 

Morava川視察（Zahorska Ves） 

8/ 6 日  休日 

8/ 7 月  9:00～ S/W協議（於RIMLE） 

8/ 8 火  9:00～5:00 S/W及びM/M協議（於 RIMLE） 

8/ 9 水 11:00～ S/W及びM/M協議、署名 移動→プラハ 

8/10 木  9:00 

15:35（OS646）高橋、浅井 

16:05（LH2457）上記以外 

在チェッコ国日本大使館表敬 

移動→ウィーン 

帰国→フランクフルト→成田（8/11 14:45着） 

8/11 金  9:00 

13:50（NH286） 

JICAオーストリア事務所報告 

帰国→成田（8/12 08:20 着） 
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Vladimir BUJALKA Department of International Economic Cooperation

(4) Ministry of Agriculture

Stefan PALACKA Director, Plant Production Department,

Section of Agriculture and Food Industry

(5) Research Institute of Melioration and Landscape Engineering (RIMLE)

Stefan REHAK Director

Jan HRIBIK Deputy Director

Michal SANTA Director Advisor

Jan ALENA Department of Irrigation and Drainage Systems

Vladimir ZAPOTOCNY Department of Sustainable Management on Irrigated

and Drained Soils

Jan BIZIK Department of Sustainable Management on Irrigated

and Drained Soils

Boris CAMBEL Department of Water regime of Soils

(6) Faculty of Natural Sciences, Comenius University

Miroslav KROMKA Director, Department of Soil Science

(7) Slovak Technical University, Bratislava

Andrej SOLTESZ Hydrotechnical Department, Faculty of Civil Engineering

１－５　協議結果（署名及び口上書）

　本調査内容については、別添S/W、M/M及び第４章に記載したとおり基本的合意を得た。しか

し、先方外務省より、現在夏期休暇期間中であり政府内での事務的な承認手続が完了していない

ため、本調査団滞在中に先方外務省はS/Wに署名ができないと説明があった。このため、S/W及び

M/Mの署名・交換には至らなかった。

　本件について、事前調査団及び鈴木一等書記官（在チェッコ大使館）は先方外務省に対し、S/W

に署名を行い、日本側へ提出された時点で、本格調査が実施されると説明し、先方の早急な対応

を要請した。また、その旨M/Mに記載（６．Implementation of the Study）した。



－4－

第２章　要請背景

２－１　要請の背景及び経緯

　スロヴァキア国は、社会主義時代に軍事産業が発展し、現在に至っても農業のGDPに占める割

合は約５％（１人当たりGDPは約US＄3,778；1998）に過ぎない。しかしながら、同国は旧東欧諸

国の中でも特に農地の集団化が進んだ国であり、集団農場で平均600ha、農家１人当たり20haの経

営規模を有し、高度な灌漑施設（全国30万ha）及び排水施設（同50万ha）を備え同諸国内で有数

の穀倉地帯として発展した。

　1989年の社会主義体制の崩壊以降、農地は元の所有者に返還、分配されているが、彼らの多く

は非農業従事者であり、農地を取得しても作付けを行っていない事例も見られる。現在、一部（20

％）個人農家、株式会社等の企業体で耕作されているほかは、農地の大部分は農業協同組合によ

る営農が行われている。しかし、市場経済に十分に適応した経営ができていないことに加え、政

府補助金の削減など資金不足による、営農資材の投入不足、または、不十分な灌漑排水施設の改

修・監理が、生産量、生産性の低下の問題を引き起こしている。また、食糧自給の達成を開発目

標に掲げながらも、国内農産物の競争力が不足しているため、近隣諸国からの農産物の輸入が増

加し、国内産品がだぶつくといった状況も生じている。

　調査対象地域であるザーホラスカ低地（570㎞２、６万人）は、首都ブラスチラバの北側に位置

し、チェッコ国境にあるMorava川に接しており、主に穀類、ジャガイモ、ビートが生産されてい

る。降水量は年間500～700㎜程度であるが、近年の温暖化・気候変動により年々減少しており、

一部で生育期間における水不足が生じている。一方で、春先には周辺からの雪解け水が同低地に

集まり湛水被害及び水食をもたらしているとともに、広範囲に広がる地力及び保水力の低い砂質

土壌での農業生産は、困難を極めている。

　また、社会主義体制時代に建設された既存の施設、機械はその供用開始から数十年を経過し、

改修が必要になっているものの、前述のとおり農家は技術的、経済的に十分な維持管理ができて

おらず、営農環境は悪化する一途である。このため耕作放棄地が増加しており、長大な灌漑排水

施設の機能低下、効率性低下に拍車がかかり、同地域の営農環境に更なる悪化をもたらしている。

　このような状況の中、スロヴァキア国政府は1999年８月、同国農業の振興、生産量増加、作物

の質の改善をめざし、生産性改善の可能性が高い同国西部のザーホラスカ低地を対象として、圃

場内の水及び土壌管理、灌漑排水システム、土地利用などに関する問題分析、改善策の提示及び

改善策のパイロット的実施のための調査を要請してきた。
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２－２　先方関係機関概要

(1) RIMLE

　本件実施機関は、ブラチスラバ市内にある土地改良ランドスケープエンジニアリング研究所

（Research Institute of Melioration and Landscape Engineering、以下RIMLE）である。

RIMLEは、1993年のチェッコとの分離独立以後、前身である灌漑排水ランドスケープ研究所

（Research Institute of Irrigation, Drainage and Landscape Engineering）に土地改良分

野の業務を追加し、現在に至っている。業務内容及び部署構成を資料（Ｐ.6～Ｐ.12）及び図

2-1に示す。各部署の名称は頻繁に変更になっている模様で、資料（Ｐ.6～Ｐ.12）に記載され

ているものが最新であるようであった。しかし、RIMLEに改称されたばかりで、現在のとこ

ろ業務内容はほぼ以前と同様である。

　RIMLEは農業省のSection of Policy and Budget, Department of Research and Scienceに

属し、その活動内容は１）Research活動：農業生産環境のモニタリング（土壌水分、地下水

位、土質、水質）、分析、実験圃場における基礎研究及び改善方策の検討（外部からの委託を

含む）、２）Consulting活動：研究結果の情報提供、農民（農業経営体）、流域管理公社（灌

漑排水施設のO&Mを実施）等外部からの問い合わせに対するアドバイスの提供、に要約され

る。農業省の組織図を図2-2に示す。

　RIMLEは本庁舎内のラボラトリのほか、ブラチスラバ市内に農業機械整備施設、実験圃場

を有し、上記活動を実施している。また、農業用水及び河川の水質、サンプルとして特定の圃

場における土壌水分及び地下水位のモニタリングを行っている。

　また、上記活動の実施に際し必要かつRIMLEに不足している情報（気象、水文、土壌分

布）等は、他機関（大学を含む）から入手したり、意見を交換しているとのことであった。資

料収集に関してはRIMLEを通じて必要なデータは収集できるものと思われる。

　RIMLEの活動については3-1(1)、3-2(2)及び3-3(2)節にも記載しているので参照されたい。

(2) その他関係機関

　スロヴァキア国には図2-3のとおり様々な研究所（Research Institute）又は公社が設立さ

れている。社会主義の影響と思われるが、水質、水位、土壌等の分野ごとに独立した機関が設

立されており、個別に定点観測、分析などの事業を行っている。

　本調査に特に関連すると思われる機関としては、土壌科学・保全研究所（Soil Science and

Conservation Research Institute）、流域管理公社（Slovak National Water Authority:

Danube）、水管理研究所（Water Management Research Institute）等が挙げられる。3-

1、3-2及び3-3節にも関連研究機関及び業務について記載があるので参照されたい。
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資料　RIMLEの組織概要



－7－



－8－



－9－



－10－



－11－



－12－



－13－

図2-1　RIMLE組織図
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図2-2　農業省組織図
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図2-3　農業省管轄の研究所

注）RI: Research Institute
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